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現在の状況（１）

• 2015年末のCOP21で、どのような枠組みが決
まるか？

• 日本の約束 2030年 2013年度比26%減
(2005年度比２５．４％減）

• エネルギーミックスの議論

• 主要国の申請を合わせても２℃ターゲットに
は不十分
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現在の状況（２）

• 地球温暖化の進行を止めるのは非常に困難
になっている

• 発展途上国は、適応策を求めている

• 将来、起きる事態に対し、何らかの準備をし
ておく必要がある

• しかしながら、将来の事態は、不確実性もあ
り、また、影響も多様である

• また、問題は山のごとくある。
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というわけで
• 地球温暖化のみならず、ほかのリスク（災害、
高齢化、貧困、医療、介護など）にも備えなけ
ればならない

• リスクとして総合的に扱う必要がある
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リスクとは

• 人間社会に不都合な状態、あるいは、それを
引き起こすこと

• ハザード、暴露、脆弱性で決まる

–ハザードとは、リスクを引き起こす可能性のある
気象・気候現象

–暴露とは、人間社会と関係があるか？

–脆弱性とは、「備えあれば憂いなし」



気候変動は始まっている？
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リスク情報のためには

• いずれにせよ、時間的にも空間的にも細かな
気象・気候情報が必要

• それが、可能か？

• その信頼性は？

• ダウンスケーリングと台風



PD ※1

領域テーマA
（東大AORI)

領域テーマB

（海洋研究開
発機構)

領域テーマC
（筑波大）

領域テーマD

（京大防災
研）

PO POPO PO
※2

・直面する地球環
境変動の予測と
診断 他

・安定化目標値
設定に資する気
候変動予測 他

・気候変動リス
ク情報の基盤
技術開発 他

・課題対応型の
精密な影響評
価 他

※1：本プログラムを効率的・効果的に運用するための全体調整について責任を負う
※2：各領域テーマに配置されPDの役割を補佐する
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構造
• AからDまで一貫したプログラム構造

• 連携支援の構造

• 社会的な課題に答える

• 公募課題を組み込む

気候システ
ムの理解と
気候モデル
の開発

地球シス
テムモデ
ルとシナ
リオ開発

より細
かな情
報の作
成

リスク情
報の生
成

プロジェクト支援・連携支援



今回は、

• 領域Aと領域Cから２題づつ、最新の成果を発
表する

• 異常気象への地球温暖化影響

• 気候感度

• ダウンスケーリング

• 広域陸面モデリング
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